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与論町教育委員会 
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与論町における海洋教育について 
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はじめに 

 

 与論町は「島だちの教育」を理念として掲げ，「島発ち」「島建ち」「島立ち」の３点を抱合

するものとして大切にしています。その理念は，島を出発するまでに島を知り，基礎的な知識・

技能を身に付けること，島を建設・創造するための課題発見力や問題解決力を育み，どこの地で

も自立できるための学びに向かう力・人間性を身に付けることを目指すものです。加えて，令和

の日本型学校教育においては，「個別最適な学び・協働的な学び」のキーワードに示されるよう

に，ICT を活用した個々人の学びの促進と多様な人々と協働の充実が求められます。そのような，

時代に即したこれからの学びのためにも，この海洋教育が与論町における探究的な学びの核とな

ることを願っています。 

 
～令和３年度海洋教育副読本より抜粋：「はじめに」与論町教育委員会教育長 町岡 光弘～ 

 

 

与論町の海洋教育について 

 

・ 目標 

 

 海と人との共生に係る見方・考え方を働かせ，与論島の海とくらしの課題について探究するこ

とを通して，「島だちの力」を身に付ける。 

 

 ・ 内容 

  

 町内の全ての小・中・高等学校と地域住民が連携・協働しながら「与論島の海とくらしの課題

についての探究活動」を展開することにより，与論島の子供たちに，自分の夢や目標に向かって

力強く歩んでいくための「自己開示の力・自己表現の技術・レジリエンス・豊かな職業観や勤労

観・探究的に学ぶ姿勢」等(＝「島だちの力」)を身に付けさせる。 

 小・中学校においては、令和４年度から教育課程特例校として総合的な学習の時間等の時数の

一部を削減し，減じた時数を海洋教育科「ゆんぬ学」に割り当てる。小・中学校の児童生徒は、

総合的な学習の時間で身に付けた「自ら課題を見付け，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，

よりよく問題を解決する資質や能力」や「学び方やものの考え方」を、海とともにある与論島の

実社会で生かすことにより，それらの資質や能力等を海と人との共生や島だちに必要な力として

強化していく。そして，それらの学びを高校で行われている総合的な探究の時間「ゆんぬ」につ

なぐことにより，すべての学校段階で海洋教育を具体的に推進していく。 
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与論町海洋教育グランドデザイン 

誠の教育

 

誠の教育

地域と連携した

協働的な探究学習

【与論町の海洋教育の目標】

海と人との共生に係る見方・考え方を働かせ，与論島

の海とくらしの課題について探究することを通して，

「島だちの力」を身に付ける。

与論島の
活性化・持続可能化「島だち」後の社会を生きていく力の育成

学びに向かう力・人間性等

知識・技能

【島立ち】
与論島の人々との関わりの中で自己肯

定感・自己有用感を高めるとともに，ねば

り強くしなやかに探究する心を育む。

【島発ち】
与論島の強みや問題点につい

て理解し，それらをつなぐことで与

論島の概念を形成している。

【島建ち】
与論島の強みや問題点から自分な

りの問いを見いだし，仮説を立て，自

分にできることを実践する。

思考力・判断力・表現力等

島だち

の力

高
校
生

中
学
生

小
学
生

海と人との共生に係る見方・考え方

＜小学校卒業時までに＞ 与論に生きる人々との関わりの中で与論島の強みや問題点について理解し，学んだ こと

や行動したことを自分なりの言葉で発信することができる。

＜中学校卒業時までに＞ 探究のプロセスを活用しながら与論島の強みや問題点に迫り，与論に生きる人々との 関

わりの中で，自らの生き方や進路について考えることができる。

＜高校卒業時までに＞ 与論島に関する広範な知識をもとに探究を深め，社会的評価を受けることにより，自己肯

定感・自己有用感を高めるとともに，ねばり強くしなやかに探究する心を身に付ける。

＜高校卒業後〜＞ これまでに身に付けた「島だちの力」を生かし，それぞれの社会を生き抜くことができる。

与論町の海洋教育において目指す学びの姿

海と人に
親しむ

与論の海や与論

に生きる人々の魅

力を，豊かな感受性

をもって捉える。

海と人を
つなげる

海に囲まれた与論

の自然や文化と，そこ

に生きる人々とのくら

しを関連付ける。

海と人を
守る

与論の海の環境保

全や，離島である与

論のくらしの持続に

ついて考える。

海と人を
生かす

与論の海や与論に

生きる人々を，よりよい

未来を創造するため

の資源としてとらえる。

海洋教育科

「ゆんぬ学」

での学び

総合的な探究の

時間「ゆんぬ」

での学び
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与論町海洋教育実施スケジュール 

 

令和６年度海洋教育年間実施スケジュール 

期日 事業名 日時 場所 備考 

4 月 キックオフ研修会 4 月 11 日（木） 多目的ホール 教職員対象 

5 月 令和 6 年度海洋教育推進協議会総会 5 月 1 日（水） 庁議室  

6 月 

第 1 回地域サポーター会 6 月 4 日（火） 多目的ホール  

第 2 回海洋教育魅力化シンポジウム 6 月 19 日（水） 公民館  

7 月 

教職員等「ゆんぬ学」研修①マリン 7 月 25 日（木） BG 艇庫 ※台風のため中止 

東京大学夏季サイエンスキャンプ成果発

表会 
7 月 31 日（水） 多目的ホール 

東京大学大気海洋研究所・与論

高等学校・与論町海洋教育推進

協議会合同企画 

8 月 

シュノーケリング体験 8 月 2 日（金） BG 艇庫 小学生対象 

海洋教育研修（やんばる） 8 月 4～7 日 国頭・本部 教職員対象 

教職員等「ゆんぬ学」研修②三線 8 月 23 日（金） 公民館 教職員対象 

9 月 海洋教育部会 9 月 10 日（火） オンライン  

11 月 

海洋教育定例会 11 月 13 日（水） 多目的ホール  

奄美黒潮シンポジウム 11 月 16 日（土） 奄美大島 与論高校サイエンスキャンプ 

海洋教育部会 11 月 28 日（水） 多目的ホール  

「ゆんぬ学」研修会 11 月 28 日（水） 多目的ホール 部会終了後開催 

1 月 

第５回高校生探求コンテスト １月 17 日（金） 鹿児島市 与論高校生参加 

ヨロン海洋教育フェア 1 月 28 日（火） 砂美地来館  

2 月 全国海の学び発表交流会 2 月 14 日（金） オンライン  

3 月 

大島高校主催高校生サミット in 奄美 3 月 19 日（水） 奄美大島高校 与論高校生参加 

第 2 回地域サポーター会 3 月 20 日（木） まなび島  
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各校での海洋教育の位置付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

与論小学校 

茶花小学校 

那間小学校 

与論中学校 

与論高等学校 
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2024 年度 各校での学習指導案 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
与論小学校 

茶花小学校 

那間小学校 

与論中学校 

与論高等学校 
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与論町立与論小学校 学習指導案 
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 茶花小学校 学習指導案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



26 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



27 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



28 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



29 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



31 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



32 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



33 

 

 

与論中学校学習指導案 
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海 洋 教 育 科 学 習 指 導 案 

 

                                  1 年生２クラス： 計 55 名  

                         
指導者      

教諭       大窪 
講師    福井・磯村 

地域協力者            27 名 

１ 題材名 「アイデアを町に伝えよう」：インタビュー 
      「探究学習で考えたことを地域に伝えて、フィードバックをもらい学習を深化する。」 

 
２ 本時の実際 

 (1)  目標  

  インタビュー：興味・関心のある人について知る 
   ・必要な情報を聞き出したり、収集したりする。 
   ・多くの情報から取捨選択できるようにする。 
   ・関連情報にも目を向けて視野を広げる。 
   ・コミュニケーション能力や社会性を養う。 

 

 (2)  展開 
 

学 習 活 動 時 

間 
指 導 上 の 留 意 点 

 

導 
 

入 

1 講師・参加者の紹介 

 
2 インタビューの方法について説明 
学習課題 

5
分 

 

5
分  

〇 授業に協力してもら

う、地域協力者の紹介 

 
〇 地域の方が参加し対

話する意義を理解させ

る。 

  

 
インタビューを通して、興味関心ある分野を深掘りしよう。 

 

 

 

展 

 

 

 

開 

 
3 インタビュー開始 

   
30
分 

 
〇 1 グループ：生徒と地域

サポーター含め 5 名程度で

実施する。 

 
〇 事前に生徒に「興味関

心のある分野」に関するア

ンケートを実施。回答を参

考にインタビュー対象者を

設定する。 

 
〇 インタビュー用ワークシ

ートを事前に配布 

 
〇 対話を通して感じたこと

や発見をワークシートに記

入できるようにする。 
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終 

 
末 

6 まとめ  

5
分 

 
〇 生徒、地域協力者数

名からインタビューを通

して感じたこと、発見を

発表してもらう。 

 
興味関心のある分野の方へのインタビューを通して、分野について

の情報はもちろん「人となり」「雰囲気」「大切にしていること」

などに触れる機会とした。また、「面白い、カッコいい、他の人に

教えてあげたいと思った点」「その人のイメージや印象」など生徒

一人一人が感じたことを記録し表現に繋げる。 

 

 

 

 

(3)  評価 

・インタビューを通し、興味関心のある分野について必要な情報を聞き出したり、収集することができたか。 
・関連情報にも目を向けて視野を広げることができたか。 
・インタビューを通して、初めて会う方とのコミュニケーションを楽しむことができたか。 
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与論高校学習指導案 
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児童・生徒発表資料 

  



40 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



41 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



42 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



43 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



44 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



45 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



46 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



47 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



48 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



49 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



50 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



51 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



52 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



53 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



54 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



55 

 

 

 

 

 

 
発表会・研修の報告 
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① 第５回ヨロン海洋教育フェア 
  

 

1. 目 的 (1) 町内の小・中・高等学校が海洋教育の学習成果を共有することで，児童 

      生徒の個々の学びを深める機会とする。 

 

          (2) 与論の海，海に守られた伝統・文化，海と共に生きる人々の姿について 

     児童生徒と地域の大人が学び合うことで，海洋教育の地域展開を推進する。 

 

2. 共 催     与論町海洋教育推進協議会  与論町教育委員会 

 

3. 日 時  令和７年１月２８日（火） 

 

4. 会 場  砂美地来館 

 

5. 参加者  与論小学校 ４年生 １６名       与 論 中学校 ２年生   ５４名 

           茶花小学校 ６年生 ２６名       与論高等学校 1,2 年生 ８６名 

           那間小学校 ５年生  ９名             （児童生徒 計１９１名） 

    その他，来賓，引率教員，海洋教育地域サポーター，保護者及び一般町民 

 

6. 内 容   

          14：00 ～ 14：07 (7) 開会式 

             ・ 開会のあいさつ（教育長） 

             ・ フェアの流れの説明 

  14：07 ～ 14：17 (10) 与論小学校の発表（４年生） 
             「与論の文化体験について（十五夜踊り・芭蕉布・食文化」 

  14：17 ～ 14：22（5）  共有タイム 

  14：22 ～ 14：32 (10) 那間小学校の発表（５年生） 

             「与論の海を守ろう」 

  14：32 ～ 14：37 (5)  共有タイム 

  14：37 ～ 14：47 (10) 茶花小学校の発表（６年生） 

             「与論で育まれた伝統」 

 14：47 ～ 14：52（5）  共有タイム 

  14：52 ～ 15：01 (9)  与論高校の発表（サイエンスキャンプの報告） 

 15：01 ～ 15：09 (8)   休憩 

  15：09 ～ 15：19 (10) 与論中学校の発表（２年生） 

                         「防災意識を高める、各家庭用防災パンフレット」 
             「女子サッカーを盛んにするために～好きなことを与論で続けられる環境へ～」 

   15：19 ～ 15：24 (5)   共有タイム 

 15：24 ～ 15：40 (16)  与論高等学校の発表（１・２年生代表者） 

                         １年「人口減少の効果的な取り組みの模索」 

              ２年「与論のムヌ」 

 15：40 ～ 15：45 (5)  閉会式 

・講評（鹿児島大学 南九州・南西諸島域イノベーションセンター 
     センター長  特任教授 藤枝 繁） 

 ・閉会のあいさつ（海洋教育推進協議会会長 池田 剛） 
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② 与論町教育研究会「海洋教育部会」 
 

実施状況：３回（詳細は「内容」参照） 

参加者：茶花小学校 宮 下 真 和 教頭（海洋教育部会顧問） 

与論小学校 中 村 大 介 教諭（海洋教育部会部長） 

茶花小学校 帖 地 博 嗣 教諭（海洋教育部会部員） 

那間小学校 有 島 しほり 教諭（海洋教育部会部員） 

与論中学校 大 窪 真 吾  教諭（海洋教育部会部員） 

与論高校 猶 木 香 奈 教諭（海洋教育部会副部長） 

与論町教委 宮 田 盛 博 指導主事 

目 的： 

 町内全ての学校の海洋教育担当者による協議をとおして，与論町が推進する海洋教育の展開の在り

方について検討する。 

内 容： 

〔第１回 令和６年５月１日（水）〕与論町役場 多目的ホール 

・ 海洋教育科『ゆんぬ学』について 

〔第２回 令和６年９月１０日（火）〕GoogleMeet を用いたオンライン会議 

・ 「地域と連携した協動的な探究学習」を目指して 

・ 「第５回海洋教育フェア」について 

〔第３回 令和６年１１月１３日（水）〕与論町役場 多目的ホール 

・ 「第５回海洋教育フェア」について 

       ・ 令和 7年度 各学校予算（案）について 

・  令和 7年度 協議会予算（案）について 
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③ 与論町教職員等夏季研修会 
  

ゆんぬ学研修 ①『与論のゆたかな海からゆんぬ学への活動へ繋げよう』 

        （ ⇒ 台風のため中止 ） 

 

       ②『三線で与論民謡を奏でよう』 

 

目的：体験を通して、与論町の歴史・文化や与論の海のゆたかさや課題を体感し、 

   各学校で行われている『ゆんぬ学』の活動充実に生かす。 

 

参加者：与論町内小・中学校、高等学校職員 計 15 名 

 

内容 

 

1 NPO 法人 ヨロン SC・海の再生ネットワークよろん 

 「準備及び安全に海を楽しむために」・「与論の海の楽しみ方」についての講話 

 海洋体験：ビッグ SUP・シュノーケリング 

 

2 与論エイサー団体舞弦鼓（ぶげんこ）リーダー 小高明日香さんによる 

        ・体験を通して、与論の歴史・文化・島の心に触れる 

              ・伝統体験：三線 
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④ 沖縄県 国頭村・本部町 『ゆんぬ学』研修 
 

目的： 

・今後、児童・生徒が探究成果の発表などで島外と交流できる機会を企画する。 

・児童・生徒が今後地域との交流、自身の探究結果を発表する場を探し、内容を企画 

 する。 

・新しい授業、授業内容の発展など児童・生徒の探究学習を深めることに繋げる。 

意見交換を各学校、学校コーディネーター、事務局で行い今後の計画に繋げる。 

会次第 

国頭村 教育委員会 「世界自然遺産教育」 

 
 国頭村教育委員会 宮城 英誉 指導主事 

 

1. 国頭村 教育委員会 自己紹介               ・・・5 分 

2. 国頭村「世界自然遺産教育」とは  

経緯や、プロジェクト計画など                ・・・15 分 

3. 活動内容学について 

学校の先生方や児童・生徒の様子、授業や課外活動について   ・・・10 分 

4. 地域との関わり方                      ・・・10 分 

5. 他地域との交流、今後について                   ・・・10 分 

6. 質問、交流タイム                     ・・・10 分 

 

本部町 地域おこし協力隊 「教育魅力化プロジェクト」 

本部町参加者 : 本部町地域おこし協力隊・公営塾メンバー・小中学校の「総合的な学習の 

時間」のコーディネーター・本部高校の魅力化コーディネーター・教育委員会 

本部町 地域おこし協力隊 「教育魅力化プロジェクト」 

1. 本部町 地域おこし協力隊の自己紹介             ・・・10 分 

2. 本部町での教育魅力化プロジェクトとは            ・・・10 分 

3. 学校コーディネーターの活動内容               ・・・15 分 

    地域、行政、コーディネーター、学校の関わり方、繋がり方など 
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4. 高校魅力化担当の役割                    ・・・15 分 

小学校、中学校との連携など 

5. 推進部（事務局機能、全体統括）の役割            ・・・15 分 

6. 公営塾の現状、今後の展望                  ・・・15 分 

   公営塾と学校、地域、行政との関わり方など 
   質問、交流タイム                      ・・・10 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 与論町海洋教育「ゆんぬ」キックオフ研修会 
 

実施日：令和６年４月１１日（木） 

 

参加者：与論町内中学校・高等学校教職員・海洋教育推進協議会事務局 

 

内容： ・与論町海洋教育の目的・実施内容・組織等、概要について学ぶ 
            ・与論島の文化体験（三月三日浜下り） 

 

 

プログラム  

● 研修内容の説明・各自自己紹介（15 分） 

● 海洋教育の概要 副読本/WEB サイトを使っての説明 

● 海洋教育に関わる人や組織について 

● 海洋教育でできること 地域サポーター・授業案の紹介 

● R5 年度に回収した 生徒アンケートから見えてきたこと 

● 今年度取り組みたいこと 

● 三月三日【サンガチサンニチ】浜下りについて 

● 与論町の食材等を体験する。 
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⑥ 令和６年度 第 2回 与論町海洋教育魅力化セミナー 
  

  ～ 島だちの力を育む探求型学習「与論町海洋教育」のご紹介 ～ 

 

講 師：清水建設株式会社ビジネスイノベーション室 執行役員室長 アメッド モヒ 氏 

         
実施日：令和６年６月１９日（水） 

 

会 場：中央公民館 大ホール 

 

参加者：与論町の方々、海洋教育推進協議会、教育委員会 

 

    内 容：与論町海洋教育の取り組み趣旨・目的を多くの島民に知っていただき、理解を深めていた 

         だくことで、更なる与論町海洋教育の発展につなげることを目指す。 

 

プログラム 
 
１．開会 

与論町海洋教育推進協議会 会長 

２．町長挨拶 

３．与論町海洋教育の紹介  

教育委員会 宮田 盛博 指導主事 

４．特別講演 （３０分程度） 

演目：これからの時代に必要な力  〜有限の出会いを無限の可能性へ〜 
清水建設株式会社ビジネスイノベーション室 執行役員 室長 アメッド モヒ 氏 

５．特別講演 （３０分程度） 

演目：探究学習を通じた進路実現の可能性 
鹿児島大学南九州・南西諸島域イノベーションセンター長 藤枝 繁 氏 

６．特別講演 （２０分程度）   

演目：最南端は最先端！与論町が目指す教育について 与論町教育長 中山 義和 氏 

７．質疑応答 
８．閉会の言葉 

与論町海洋教育推進協議会 顧問 
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⑦ その他教育委員会としての取り組み 
 

 令和６年度 短期研修「ゆんぬ学」研修会 

 

  実施日：令和６年１１月２８日（水） 

 

  場 所：与論町役場 多目的ホール 

 

  参加者：鹿児島大学 南九州・南西諸島域イノベーションセンター 

      センター長 藤枝 繁 

      与論高校教職員 

      与論中学校教職員 

      茶花小学校教職員 

      与論小学校教職員 

      那間小学校教職員 

      与論町地域おこし協力隊 ２名 

      株式会社まなび島 ２名 

 

  内容：探究学習「ゆんぬ学・ゆんぬ」の今後の継続、発展のため、講師からアイディア、 

          考え方を学び指導者が授業に繋げられるきっかけとする。 

 

             【前半 17:30-17:50】 

   小講義：「アイディア」の作り方 

 

          【後半 17:50-18:30】 

   ワールドカフェテーマ：「ゆんぬ学・ゆんぬ」での探究活動をより面白く 

    するには？ 
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その他添付資料 
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